
平成 29年 度 (保存版)

～住み慣れた地域で、

介護保険帝1度が改正され、前橋市では

平成29年 4月 から新しい総合事業

(介護予防。日常生活支援総合事業)

が始まります
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元気に自立 した生活を続けるために～

新しい総合事業には、介護予防 生 活支援サービス事業と一般介

護予防事業があり、65歳 以上のすべての人とその支援のための活

動に関わる人を対象としています。

介護保険の認定を受けなくても、一人ひとりの状態や必要性に合

わせた多様なサービスを利用することができるようにスター トし

ました。高齢者の生活支援のニーズを地域全体で支えあしx住 み慣

れた地域で自分らしく生きがいをもつて暮らし続けられることを

目的としています。

●新しい終台事業で空わること…… … 2

●サービス利用の流れ        3

●総合事業で利用できるサービス

訪問型サービス 配 食サービス …   4

通所型サービス   …        5

-般 介喜予15事業 …  … … … …… 6

8基 本チェックリス トのご案内    7

●地域包括支援センターのご案内  … 8



自 白
指 立
し に
ま 向
す け

た
次
の
ス
テ
ツ
プ
を

介
惑
予
防
ク
ア
マ
ネ
ツ
メ
ン
ト
に
基
づ
き
、

要
支
援
状

態
か
ら
自
立
に
向
か
う
こ
と
、

ま
た
重
虚
化
を
予
防
す
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

自
立
に
向
け
て
の
目
係
を
立
て
、

一
定
期
間
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
、

そ
の
達
成
に
向

け
て
取
り
担
み
ま
す
。

ま
た
　
支
援
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
　
「参
加
」
「活
動
」
の
相
点
を
取

り
入
れ
　
高
臨
書
自
身
が
支
援
す
る
日
に
０
る
こ
と
で
　
元
気
な
高
臨
首
が
役
割
を
持
ち
な
が

りヽ
、

い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
手
続
き
の

一
部
が
簡
素
化
さ
れ
ま
す

新
し
い
描
台
事
業
の
介
富
予
防
　
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
み
を
利
用
す
る
均
合
に
は
、

要
介
慧
閥
定
を
車
け
な
く
て
も
、基

本
テ
ェ
ツ
ク
リ
ス
ト
（フ
ベ
ー
ジ
ウ
照
）
で
事
業
対
象
吉
（オ

遠
予
防
　
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
対
象
言
）
に
該
当
す
る
こ
と
て
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、　

一
般
介
恵
予
防
事
業
は
６５
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
が
利
用
で
き
ま

す
。

●
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
利
用
料
が
多
様
化
し
ま
す

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、

既
存
の
事
業
者
だ
け
て
な
く
、

市
民
ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、

民
間
企
業
な
ど
の
多
様
な
主
体
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
ま
す
。

従
来
の
訪
間
介
護
や

潟
所
介
題
に
刑
え
て
、

市
の
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
窃
間
型
サ
ー
ビ
ス
や
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

〈４

５
ベ
ー
ジ
じ
照
）
を
実
施
し
ま
す
。

●
必
要
な
と
き
に
は
い
つ
て
も
要
介
護
認
定
申
摘
が
で
き
ま
す

事
業
対
象
言
と
な
っ
た
種
や
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
始
め
た
磁
も
、

め
要
な
と
き
に
は
い
つ

で
も
要
介
ほ
困
定
中
爵
″
で
き
ま
す
．

、  1煮

◇介護予防サービスのうち「調間介護Jと 「遷所介題Jが、新しい織含事業の 「介護予防

生活支援サービス事業」に移行します

新しい総含事盤

介由予碕 ・生活支援サ,ビ ス事業
は ヨⅢ2の人、 ■ 本チェックリストにま当した人〕

≡
電
為諄
母
標

●崎間理サービス

●通所理サービス

0そ の他の生活支露サービス (ヨ農サービス)

●介日予防支据口業 (クアマネジメント)

2″
:

介田サービス
(■介日1～5の人)こ れまでと同じ

介宮サービス
(=介口1～5の人)

●妨間介憲
●過所介護
●め間を惑
●通所リハビリテーション

●福祉用具賞与   な ど

介宮子情サービス

《寝登握1 2の 人)

●め間■騒
●通所リハピリテーション
●億祉用泉賞与   な ど

介口予崎サービス
(■主垣1 2の 人)

●b間 看霞
●海所リハビリテーション
●福祉用具宮与   な ど

●B日介題
(ホーム勺レブサービス)

●am由
(テイサービス)

介日予騎事業
介臨予防の数室など

平成29年 3月 対日号



65歳 以上で、支援や生活改彗が必要な人

(要介題・要支盤田定書を含む)

お住まいの地域を担当する地域包括支援センター(3ページ参照)、

または前僑市役所1階 介護保険婁怒□に相醸します

◆介護サービス、介護予防サービス

を利用する場合

要介護 要支援認定を中話します

※40～ 64歳 の人(第2号 領保険言)は、妻介産

肇支援認定の0語 を行います

◆介題予防・生活支援サービス

事業のみ利用する場合

基本チェックリスト(7ベージ参照)を
受けます

お住まいの地域の地域包括支援センターの臨員

が ご自宅などに伺い実施します

◆介憲予防クア

フランの作成

◆介種予防クアマネジメント

の実施

地域包括支援センター等で本人や
家族と話し合い、ケアプランを作成
します

介護保険の介題
サービスが利用
できます

介種保険の介題予防
サービスが利痛でき
ます※

―は介題予防事業
が利用できます

065歳 以上のすべての人

介護予防 生活支援サービス事業
が利用できます

0要 登据 1 2の 人

●事業対象言〈基本テェックリストの結果 介窟予防 生活支援

サービス事業対象音となつた人)

ら

希望するサービス、利用者本人の状態から

利用する事業をフローによりほ田します
□

文

※要支援 1・2の 人は、介護予防サービスと新しい

総合事業の両方が利用できますが、内容が皇植

するサービスは、原則利用できません。

■
ぽ
キ
ョ

棟
竜

″
3 前 橋市の新しい浴台事業 (介鷺予防 日 常生活支援総合事会 )



〔督

業
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
一
―
介
護
予
防

・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

―

―

―

　

　

―
―
―

―
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―
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ｌ

　

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
、
、

訪
間
介
護

（ホ
ー
ム

ヘ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー
が
訪
間
し
　
身
体
介
護
や
生
活
援
助

を
行
い
ま
す
。

】
身
体
介
護
‥
農
事
や
入
浴
、

排
適
　
霊
衣
の
介
助
な
ど

】
生
活
援
助
…
掃
臨
、

洗
濯
　
宮
い
物
、

罰
理
な
ど

要
支
援
１

２
の
人

事
業
対
象
言

（基
本
チ
エ
ツ
ク
リ
ス
ト
の
結
果
　
介
産

予
防

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
対
象
言
と
な
っ
た
人
）

訪
閣
型
サ
ー
し
ス
Ａ

（生
活
援
助
の
み
）

生
活
援
助

（掃
除
、

洗
濯
、

買
い
物
　
調
理
な
ど
）
が

財
要
な
方
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー
等

（
一
定
の
研
修
室
騒
言

を
含
む
）
が
訪
間
し
、

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

ａじ百
や

訪
間
型
サ
ー
ビ
ス
Ｃ

（
短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス
）

運
動
　
栄
貢
　
□
控
　
認
知
症
予
防
　
閣
じ
こ
も
り
等

に
対
応
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、

３
か
月
程
度
の
短
期
間
に

集
中
し
て
実
施
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

専
門
職

（理
学
僚

法
士
、

作
業
原
法
士
、

宮
理
栄
董
士
　
歯
科
衛
生
士
、

保

健
師
等
〉
が
ご
自
宅
に
あ
間
し
ま
す
。

×3月 下旬の予算案のH決 をもつて確定となります。

断問型サービス比較表 (平成29年4月～)

こんな人に
お,フめ

生活援助のみのサービスが

財要な人

短期間て生活機能を

改善したい人

週 1～ 2回 程度 週 1～ 2回 程度
週 1口 ～月 1回 、

1回 60分 程度

自己負担

※1罰負担

の場合

遭 1口程度利用
…Ⅲ″193円 /月

適2回程度利用
…2,384円 /月

遁2回 を超える程度利用

(要支援2のみ)
… 3,782円 /局

238円 /ロ 205円 /□

目
的
　
在
宅
て
罰
理
す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
言
や
低

栄
奏
の
予
防
　
改
善
が
必
要
な
一高
齢
音
に
対
し
、

身
体
の
状
態
を
考
慮
し
た
自
事
を
定
期
的
に
提

供
す
る
こ
と
に
よ
り
　
自
の
自
立
を
支
援
す
る

と
と
も
に
見
守
り
を
行
い
ま
す
。

条
件
　
６５
観
以
上
の
高
臨
香
て
、

事
業
対
象
言
ま
た
は

要
支
援
認
定
も
し
く
は
蜜
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
人
て
、

次
の
①
か
②
の
ど
ち
ら
か
に
該
当

し
　
③
と
④
の
条
件
を
満
た
す
人

低
栄
室
の
リ
ス
ク
が
あ
る
人

（Ｂ
Ｍ
Ｉ
悔
　
５

末
満
か
つ
６
か
月
て
２
絶
以
上
の
体
垂
洞
り
あ

り
）

買
い
物
や
櫛
理
が
困
難
て
見
守
り
が
必
要
な
人

で
　
ひ
と
り
を
ら
し
ま
た
は
高
齢
吉
の
み
の
世
亭

ま
た
は
日
中
ひ
と
り
の
人

介
種
保
険
料
の
滞
細
が
な
い
人

ク
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
結
果
、

配
農
の
必
要
性

が
あ
る
人

費
用
　
１
自
５
０
０
円

〈お
か
す
の
み
は
４
５
０
円
）

以
上
の
食
事
に
２
０
０
円
を
網
助

回
数
　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
結
果
　
配
自
の
財
要
が

あ
る
曜
日
と
回
数

④ ③

平成29年 3月 1日号  4



通
所
介
護

（デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

通
所
介
憲
施
設
て
食
事
や
入
浴
な
ど
の
日
常
生
活
上
の
支
援
や
、

の
機
能
訓
練
等
を
日
帰
り
て
提
供
し
ま
す
。

週
１
回
、

２
時
間
程
度
の
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

ピ
ン
シ
ヤ
ン
！
元
気
体
擦
、

シ
ョ
ン
、

運
動
　
栄
褒
　
□
腔
な
ど
の
専
門
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｃ

（短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス
）

通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ

（
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・！

短
期
間

（３
か
月
間
）
て
集
中
的
に
専
門
職
が
間
わ
る
こ
と
で
、

運
動
機
能
、

□
腔
機
能
、

米
室

状
態
、

生
活
習
慣
な
ど
の
改
善
を
目
的
と
し
た
数
室
形
式
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

左
記
の
数
室
か
ら
選

択
て
き
ま
す
。

◆
歩
行
　
動
作
軽
や
か
ス
ク
ー
ル

歩
行
や
立
ち
上
が
り
な
ど
日
常
生
活
の
動
作
を
安
全
に
楽
に
行
え
る
よ
う
、

筋
カ
ア
ッ
プ

や
関
節
痛
の
予
防
　
改
善
な
ど
、

個
人
の
課
題
に
合
わ
せ
た
運
動
方
法
を
指
導
し
ま
す
。

●
ひ
ざ
腰
ら
く
ら
く
教
室

ひ
さ
や
腰
な
ど
の
間
節
穏
の
改
善
と
　
転
倒
予
防
を
目
的
に
、

柔
道
整
復
師
が
運
動
の
指

導
や
日
常
生
活
動
作
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

◆
楽
楽
農
教
豊

食
生
活
の
見
直
し
や
□
腔
機
能
向
上
の
方
法
を
学
び
、

米
養
改
善
や
農
の
自
立
、

体
カ

ア
ツ
プ
に
つ
な
け
ま
す
。

管
理
栄
養
士
や
歯
科
衛
生
士
の
議
義
や
実
技
を
通
し
て
元
気
の
秘
訣
を
学
び
ま
す
。

◆
脳
活
致
豊

運
動
や
自
　
睡
眠
な
ど
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、

記
憶
力
や
注
意
力
を
観
え
る
知
的
活
動

や
運
動
を
通
し
て
、

身
体
と
脳
の
健
康
に
役
立
つ
話
義
や
実
技
を
行
い
ま
す
。

通所型サービス比較表 解成29年4月～)

こんな人に

おすすめ

入浴や食事など

日常生活の支援が必要な人

外出 交 流と軽い

運動を希望する人

短期間で生活機能

を改善したい人

入浴 食 事 ○ X ×

送 迎 ○ O X

利用頻度 時 間 週 1～2回  半 日または1日 週 1口  2時 間 週 1回  2時 間

用 画 継続不U用可 継続利用旬 原則3か 月

自己負担
※1割負担の場合

要支援1、事業対象着 (遺1回程度)

1′670円 /月

要支援2、事業対象吉 (週2口程度)
… 3′425円 /月

送迎なし 300P3/回

送迎あり 500P3/ロ

無 料

(※楽楽農歓室のみ月 1回

程度調躍実目材栂費 300P3)

去 颯 市内デイサービス 市内8会 場
前橋市総合福社会館

※ひさ腰らくらく叡皇
のみ群馬県桑道整復師会館

※3月 下旬の予算案の顧決をもつて確定となります。

5 旬 橋市の新しい総合事業 (介驚予防 日 常生活支援総合事業)



申
●65歳 以上の人

ビンシヤンr元気体操1留蟹雪帰ぁ雪覇暑堅罷5客景曇争!ジ
ナルの体擦「ピンシャン1元気体擦」

総合福社会館

健康増進室
日吉町二丁目 17‐10

火～金曜日

93 0～ 、10 4 5～
TEL:231-3161

しきしま老人福祉センター

体採室
荒牧町 11541

月～i曜 日
11:00～ 、13100～

「EL1233-2121

FAX:234-0232

ひろせを大福祉センター

機能剖練室
広瀬町二丁目 16

月～土曜日

0ヽ15～ 、11:15～ 、1400～
TEL:261‐0300
FAXi261-0879

おおともを大幅祉センター

体育館 第 3ク ラブ望
大友町―丁目 12」 0

月～土「E日

10130～ 、 13120～

TEL:252-3077

FAX1252‐3207

かすかわを人福祉センター

ブレイナレーム ね川町前営戸1891 月～金曜日 10:30～
TEL:285-3801

FAXt235-3817

′S しヽみ老人福祉センター

体操室
富士見町回島 8661

月曜日 13 1 2 0～ 、141 3 0～

木曜日 94 0～ 、111 0 0～

「ELi238-6113

FAX:238-6893

みやさ′S れヽあいの郷

健康増達雲
伯倉町 2621

月曜日、水曜日 (第3水 曜を除く)

10i30～

TEL:283-8633

FAX1233-8630

ロピンシヤン 1元気体採の CDを 貸出しています。

前橋市介重高い課  前 橋市立図■億  岳 公民館図書館

ピンシヤン体操クラフ

介霞予防サポーターが中

bと なり、「ピンシヤン!元

気体操J全 6由 を月2回 以

上の頻度で行うクルーブで

す。開催場所や臼時は、お聞い合わせください。

各を人福祉センター

ふれあい・いごいごtrロン

身近な地蝦で閣催されるふれあい い き

いきサロンは、護もが気軽に会加できる交

流の場として多くの方に利用されています。

日前橋市社会福祉協議会

,027-237-1112 FAX 027-219-0337

固節嘉予防、認知症予防、栄室改善等を

目的とした介霞予防教豊を随時開催してい

ます。教室の詳細は、前橋市の広報やホー

ムベージでご案内しています。

参加しましよう ′介憲予防執霊  !欝師を派撮します r
健康教胃需座

地域の高齢者の策いに

市職員 (専門臨)あ 出`向

き、轟部を行います。

はじめていますか?介 霞予防

自分の体力どのくらい?

食べることを大切に

元気の源はお日から

認知症予防と脳活レク

―

一
般
介
護
予
防
事
業

―

介置予防活動ポイン ト制度

高齢者が地域で行う介惑予防活動や、介譲保険施

設等での活動をポイントとして評価し、景品と交換

することで、個人の健康増進 介 き予防や地域住民

の助け台いを促進する告J度です。

日前情市社会福祉協議会ポランテイアセンター

a027-232-3840 FAX 027-232-3848

介題予防サポーター

介霞予防の知致 方 法を習ねして地域で実践でき

る人材を曇成しています。初級 中 級 上 級研修を

受説し、介護予防の輪を広けましよう。

理知症サポーター室蔵韓塵

認知症について正しく理解し、認知症の方や家族

への支援を学本欝座を開催しています。

上記の教畳や研存の開催専の鮮畑、申し込みについてのお問い含わせ

口前橋市 介 霞高齢課 介 霞予防係 8027-898-6133 FAX 027-223-4400
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塁本チェックリス トのご案内

65歳 以上の方が元気に生活していくためのは目の機能 (生活機能)を テェツクするものです。

雲介護状態の原因となる生活機能の低下のサインを見逃さないように、ますは、自分の日常生活を定期的に

テェックし改善をこころみましょう。

■各■間の 「はい」「いいえJの 当てはまるほうにOを つけてみましよう

No 質 問 項 目 臼  奮

く
ら
し

1 ′ヽスや電車て1人で外出していますか は い いいえ

2 日用自の自い物をしていますか は い いいえ

3 預購金の出し入れをしていますか は い いいえ

4 友人の家を訪ねていますか は い いいえ

5 家族や友人の相談にのつていますか は い いいえ

連
勧

6 階段を手すりや璧をつたわらずに昇っていますか は い いいえ

7 いすに座った状態から何もつかまらすに立ち上がっていますか は い いいえ

8 15分位続けて歩いていますか は い しヽいえ

9 この1年間に転んだことがありますか は い いいえ

10 転倒に対する不安は大きいですか は い いいえ

栞
■

1 1 ‐ 6ヶ口間て2～3kg以上の体室減少がありましたか は い いいえ

12

BMi承 が185未 満ですか
承8MI=体 吾  k9■ 身長  m■ 身長  m

(例 体 奎60kg■ 身長165m■ 身長166n=22)

は い いいえ

□
臣

13 半年前に比べて日いものが自べにくくなりましたか は い いいえ

14 お茶や井物等でむせることがありますか は い いいえ

15 □の渇きが気になりますか は い いいえ

外
出

16 遺に1□ 以上は外出していますか は い いいえ

17 昨年と比べて外出の回数が滅つていますか は い いいえ

勧
忘
れ

18 同りの人から「いつも同じことを固くJなどの物忘れがあると言われますか は い いいえ

19 自分で電話番号を調べて 電話をかけることをしていますか は い いいえ

20 今日が何月何日かわからないときがありますか は い しヽいえ

こ

中
」
一
つ

21 くここ2週間)う日の生活に充実感がない は い いいえ

22 くここ2週間)これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなつた は い いいえ

23 〈ここ2週間)以前は楽にてきていたことがつてはおつくうに慰じられる は い いいえ

24 (ここ2週 間)自 分が役に立つ人間だと思えない は い しヽいえ

25 くここ2週間)わけもなく痕れたような感じがする は い いいえ

〈このチエツクリストは厚生労El省が作成したものです)

※ピンクeの 回誉に○力つ いた場合は、それぞれの分野で生活機能の低下が考えられますも

健康づくりのために、弁護高齢課介護予防係やお近くのlulPE包括支援センターにご相談ください。

フ 前 橋市の新しい総合事業 (介護予防 日 常生活支援総合事業 )



地域包括支援センターの置案内
地域で暮らす高齢者の営さんを総合的に豆援するための窓口として、

と地域包括支援プランテ 11か所を設置しています

地域包括支援センター 11か 所

介護保険制度や総合事業のサービスのこと、高齢者が地域で暮らしていくための

さまざまな心配ごとは地域包活支援センターまたは地域包括支援ブランチヘご相談

ください。
地母包括支援センターい央束

書宮 崎 票 中 Ⅲl地区
日吉町二丁目20」 4

特別宝霞老人ホーム恵El図 lF

TEL 1 027‐ 260‐ 6815

地域包括支援センター43央

北都 中都 南部 文京地区
大手町二丁目121 前 橋市役所2F

TEL:027-398‐ 6275

地期コ悟支援センター北部
方賞 百 士見地区
金丸町2521

特別景題老大ホームほのほのモ lF

TEL:027・ 230‐ 2001

地域旬括支援センター南橘

南情地区
関根町 668

特別曇寵老人ホームせさね国 lF

TEL:027-235-3577

地域包括支援センター東部
大胡 宮域 柏川地区
堀題町 1658‐ 1

前結市社会福祉協騒会大規支所

TEL:027-283-8655

地域国括豆援センター西部

元構社 総 社 済 里地区
大友町三丁目229

老年蔵研究所附属病院南

TEL:027-255-3100

地域包婿支援センター篠蜜

桂■地区
江木町 1225‐1

特別曇題を人ホームやすらぎ田 2F

TEL:027‐ 264-0808

地域観括支援センター東

京地区
,H山町536

特別妥霞を大ホ‐ムあじさい四 lF

TEL:027‐ 280‐5590

地域包栢支援センター永明
23t同地区
天川大島町三丁目705

特別通 う (小―ムえいめいlF

TEL i 027‐ 200‐ 2880

地畑包括支援センター城南

城由地区
上増田町600

特別宴懸老人ホーム上毛の里 lF

TEL:027-267-9898

地域包播支援センター南郡

上川調 下 川調地区
朝倉町3301

前括価立産院生協会館 ↑F

TEL:027-265-1700

■地域包括支援ブランチ (11か 所)

地域包括支援ブランチ岩神 着神町二丁目 55 027‐235-5181

地域包括支援プランチ群中 紅姿町一丁目 713 027‐243-0080

lu域包括支援ブランチシヤリテイエ 表8」二丁目 18‐8 027-221-6517

lu観包括支援ブランテひろせ 広瀬町二丁目 16 027-261-0881

地域包摘支援ブランテ香日の里 上佐鳥町 774 027-265-6688

地域包括支援ブランテあずま荘 上新日町 603-1 027-255-1511

地域包括支援プランテきよさと 青梨子町 503 027-254-1400

地域包括支援プランチすみれ荘 富口町 11801 027-268-5564

地域包括支援ブランテ元気の郷 粕川町月日 400 027-280-9111

地域包括支援ブランテあゆみの里 柏倉研 2189‐223 027-280-2520

地域包括支援ブランチふじみ 富士見町小沢 2071 027‐288‐1800
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